
『フリースタイルな僧侶たち』代表
の浄土宗僧侶。1980年生まれの32
歳。私立甲陽高校出身。京大文学部
卒業、大学院文学研究科中退。専修
は仏教学。2005年から知恩院で奉
職。Twitterアカウントは@senrenja

『フリースタイルな僧侶たち』は、2009年８月に創刊された、
お坊さんたちが作るフリーペーパーです。年６回、偶数月１日
に関西と東京を中心に配布されています。京大近辺では、ガケ
書房や恵文社など複数ヵ所に設置してあります。また、ホーム
ページ（http://www.freemonk.net/）でも公開されています。

学生時代にはとにかくとことんやっ
てほしいかな。自分の本当の才能っ

て何なんだろうって。学生時代には自分
の可能性に限界は無いと思ってるかもし
れないけど、もしかしたらそんな才能無
いかもしれないし。でも、そういうのっ
てとことんやらなきゃわからないんだよ
ね。僕も、中途半端にしか音楽をやって
なかったら音楽できないってわからな
かったと思う。あとは、何かに打ち込む
中で良い人間関係を築くことかな。完全
燃焼で燃え尽きるまでやることが、社会
に出てから効いてくると思うよ。そこで
充実感と絶望感を味わってほしい。

プロフィール

『フリースタイルな僧侶たち』とは

若い自分たちがどうやって考えてる
のか自分たちで発信してみないと、

という気持ちで『フリスタ』を創刊した
んだよね。今は核家族が多いから、ご年
配の方々の背中を追いかけて生きるとい
うことが無くなって、同世代でつながっ
ていくのが多くなってる。たとえば、ケー
タイなんてのは僕が高３とか大学１回生
くらいのときに普及し始めたくらいで
ね。それまでは、女の子の家に電話をす
るにも、家の電話にかけてそこのお母さ
んに「○○さんいますか？ 同級生の×
×です」とか言わなきゃいけない。こう
いう「親フィルター」がずっとあったの
に今は無いし、TwitterとかFacebookと
かmixiとかで横のつながりが多くなった。
若い世代同士が自分たちで新しく切り開
いていくという意味ではクリエイティブ
かもしれないけど、新しいしんどさやし
がらみもあると思う。

お寺に来る人が少なくなっていると
も指摘されている今、このことを

考えると、自分たちから仏教をわかりや
すく発信することで何か変わるかもしれ
ないと思ったんだよね。自己啓発とかパ
ワースポットとか、精神的なレベルで癒
しを求めてる人が多くなってるなという
感覚があって。こういう業界で発せられ
ている言葉と仏教の世界で発せられる言
葉が似通っていると思えたから、良い勝
負ができるかもしれないな、と。もしダ
メだったら諦めればいいって思ってた。
お坊さんもお寺の中に閉じこもってない
で、見せ方を変えてみようってことだね。

インドの仏教的な世界観って、天動
説だし、地中深くには地獄がある

し、北の方の山の上には天の世界がある
し、すごく空想的。まあ、それは実際と
ちょっと違うよねと思うんだけど、古く
からの仏教の教義を少しずつアップデー
トしていけば、現代でもニーズはあるだ
ろうなと。そういう思いでとりあえず始
めたら、お坊さんがフリーペーパーを出
してるという意外性がウケて新聞に取り
上げられたりしてね。「お坊さんとかお
寺って、お葬式と観光のときだけじゃな
いんだ」ってよく言われるね。

古い言葉で「継続は力なり」「石の上
にも３年」ってあるけど、それは

本当で、続けているうちにあいつら本気
なんだなって評価してもらえる。言葉通
り、３年ってのは大きな節目かもしれ
ない。そうやって長くやってると、縁
（ネットワーク）がだんだんつながって
くる。最近の人は自分の世界は自分で作
るんだって思ってる人が多いけど、自分
の力ではどうしようもない何かが動いて
て、出会うべき人とどこかで出会う中で
縁が生まれていくんだなって感じるね。

自力で何でもできるってわけじゃな
いんだから、縁に感謝しながら、

与えられた環境を活かしていろいろ面白
いことを仕掛けていきたいなと思う。多
くを求めるというよりは、時間はかかっ
ても今できることをこつこつやっていこ
うと。そうはいっても、やっぱりでかい
夢があった方が燃えるんだよね（笑）。

仏教ブームだって最近言われるけど、
気持ちはなんとなくわかるよね。

流れてくる情報量が多くなりすぎてて疲
れるでしょう？　FacebookとかLINEと
かを普段から使ってると、生活をさらけ
出すからオンオフがなくなっちゃう。だ
から、座禅とか断

だんしゃり

捨離とかでリセットし
たいのかもしれない。立ち止まって落ち
着いて振り返って、心の中の古い情報を
整理する時間を作ることが大事だと思う。
僕も心掛けてて、１時間くらいぼーっと
散歩したりすると不思議と考えがまと
まってくるんだよね。仏教があるからっ
て悩みが解決するとも思わないけど、心
のメンテナンスをするコツの一つとして
うまく仏教と関わってほしい。南無阿弥
陀仏と唱えれば極楽浄土へ行けますとだ
け言われても「えっ？」ってなると思うし。

京大では音楽研究会に入っていて、
勉強もしつつ、ゆるーくやってた。

講義があるのに休み時間にCD買いに三
条まで行ったり（笑）。ハーモニカをやっ
てたんだけど、音域が広いからヴァイオ
リン曲やフルート曲を演奏できるのが魅
力で。BOXではクラシックの議論がされ
てて、知らない世界を垣間見られて面白
かった。良い環境でしたね。仏教学の文
献学を学んでたけど、昔のことを正確に
追求するっていうのが、解釈とかをやり
たかった僕には少し合わなくて。でも、
その追求度の高さには敬意を払ってるし、
おかげで今役立ってもいるわけだけど。

住んでいる街が、せっかく歴史のあ
る京都なんだから、京都の人たち

が持ってる文化の深さを感じてほしい
ね。ガイドブックに頼るとかじゃなく
て、ずっと京都に住んでる人たちと交流
しながら感じることができれば一番良い

―ユニークな活動が多いですね。

―なるほど。では、今後の展望は？

―ありがとうございました。

―私たちに何かアドバイスを！―仏教は心が落ち着く気がします。

―どんな京大生だったんですか？

かな。観光化されているお寺とかを回
るよりも、そうじゃない地域に根付
いたお寺を巡るとか。そういうお
寺は地域の雰囲気を作ってるから
ね。何年か住んでいても、おも
てなしの文化も含めて独特な文
化を持ってるから、京都ってま
だまだわかんないんだよねー。
でも、そういう不思議なとこ
ろが面白いよね。
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何で桂は男の子ばっかりなのですか。私、気になります！ （工・院　へこ）
⇒男は工学のロマンを追い求めるんです。でも、テク女はもっとアツいです。 （触らぬテク女に祟りなし；編）

中国語の影響で主語を「我」と書きがちな最近 （理・１　消しごむ）
⇒でも残念ながら、漢字を全部ピンインで読めるわけではないんですよね…… （我们是生活阶段编辑人员！；編）


